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響も看過しえない。デューイの『社会と学校 (SOCiety and School,1899)』は,明治34年に上野陽



















































右 開塾章時 (明治39年)の成槻国の位置 (本郷区西片町十番地ホの24)












































池 袋 周 辺 地 図 (大正9年)
(図■)















































































































































































































































































































































































(1)「全国師範学校長会議」 『教育時論』 第544号 明治33年5月25日 p21
9)「師範学校風の寄宿舎」 『教育時論』 第545号 明治33年6月5日 pp33～34
俗)姫路師範学校同窓会編 『姫路師範三拾年の教育』 日本印刷 昭和6年 pp 6～7
14)同 前 pp 7～8





10 同 前 p12
1つ 同 前 pp 31～32
lD 『鷲尾ノート」 同 前 p32 絵はp64







ランに語 り合う。何といふ愉快な平和な学校であったろう。」 (「若き日の追憶J 同 前 p40)
10 同 前 p61
10 「訓練と運動場」 『教育時論』 第938号 明治44年5月5日 p■
また三橋伝蔵は,従来の運動場は「味もなく興もなき平凡なる地」 (「訓練の側より見たる小学校の運動場」












120  同  前  p68









鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 28巻 第 1号       141
同 前 p82
同 前 p82
「姫路師範附属小学校における児童調査」 同 前 pp 80～1
同 前 p82
兵庫県姫路市師範学校編 『姫路師範学校の教育』 日本印刷 昭和■年 p186
同 前 pp 315～316 表10はp316
静岡師範附小では,訓育的観点から「団体的精神――秩序規律,協同,自治等の精神――を養うに足るべき
団体的遊戯」として子どもたちの遊びを学習内容として組織し,発展させている。(中野光 『大正自由教育
の研究』 黎明書房 昭和44年 p77)なお明石女子師範附小の実践については後述する。
















なければならないすと強調した」(同 前 pp 62～3)と。












し (後略)」 (同 前 p106)
「過ぐる一年における成腰実務学校」 同 前 p99
同 前 pp 99～100
同 前 pp 123～124



















8)同 前 第958号 明治44年1月25国
8り 同 前 第993号 大正元年11月15日
80 同 前 第998号 大正2年1月5国
80 前掲誌 pp 4～5
90 同 前 p7
80 梅根 悟 海老原治善 中野 光編 『資料日本教育実践史 I』 三省堂 1979 p255
90同前 p255                  ,
l「oOl 同 前 p255
6D 同 前 pp 256～257 傍点西山
6か 同 前 p257
60同前 p257
60 同 前 p257 傍点西山
60 中野 光 「日本の新学校一―その思想と実践―一J 梅根 悟監修 世界教育史研究会編 『初等教育史』
世界教育史大系23 講談社 昭和50年 pp 230～231
60 梅根 悟 海老原治善 中野 光編 前掲書 p259
(V)同 前 p259




6) 『教育時論』 第956号 明治44年■月5日 p5
60 同 前 P5
6り 同 前 p6
60同前 pp 6～7
60 小原国芳編 前掲書 p128






















(「済美高等小学校」 『教育時論』 第1120号 大正5年7月25日 pp 30～1)
60 猾 翁 「日本済美学校」 同前誌 第945号 明治44年7月15日 p17 傍点引用者
90「同校中学生某氏 『日本済美学校の一日』 同前誌 第946号 明治44年7月25日 pp 27～9 傍点引用者
CD 今井は昭和 9年に没し,子息政吉が後を継いだが,昭和39年に病没して,ここに日本済美学校は跡を絶つた。
校地その他は,杉並区に寄贈された。(小原国芳編 前掲書 p130)
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